
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 ２月 新刊案内号 

西方中学校 図書室 

「ぼくは猟師になった」 

千松信也／著 

木についた傷や足跡など 

からシカやイノシシの気配 

をさぐる。手製
てせい

のワナをつ 

くる。かかった獲物にとど 

めをさし、自らさばき、余 

すところなく食べつくす―。33 歳ワナ猟師
りょうし

の日常

は、生命への驚きと生きることの発見に満ちてい

る。猟の仕方、獲物のさばき方から、自然と向き合

う中で考えたことまで。京都の山から見つめた若者

猟師の等身大の記録。（カラー写真つきでわかりや

すく解説） 

〉桜のような僕の恋人 

〉新選組戦記（中） 

〉新選組戦記（下） 

〉昔話法廷（Season1～3） 

〉怪盗ルパン「奇巌城」 

〉モモ 

〉飛ぶ教室 

〉閻魔堂沙羅の推理奇譚 

「昔話法廷」 

今井 雅子／著 

これから不思議な裁判が 

始まろうとしている。被告 

人は、オオカミを殺してし 

まった『三匹のこぶた』の 

末のこぶた。おばあさんの 

敵討ちのためにタヌキを殺

そうとした『カチカチ山』のウサギ。そして、嫉妬
しっと

をつのらせて美しい姫を毒殺
どくさつ

しようとした『白雪

姫』の王妃
おうひ

。昔話の登場人物たちを、現代の法律で

裁
さば

く「昔話法廷」開廷
かいてい

！ 

「モモ」（文庫版） 

ミヒャエル・エンデ／著 

円形劇場の廃墟
はいきょ

に住み 

ついた、不思議な少女モ 

モ。だまって話を聞くだけ 

で、人の心を溶かし悩みを 

解 消
かいしょう

させる能力を持った 

彼女のまわりには、いつも

たくさんの大人や子どもたちが集まっていた。しか

し、世界中の余分な「時間」を独占しようとする

「灰色の男たち」の出現により、町じゅうの人々は

とりとめのないおしゃべりや、ゆとりのある生活を

次第に失っていく…。 

「ベランダの秘密基地」 

木村色吹／著 

夏休みの終わり頃、突如
とつじょ

 

世界中で動物が言葉を話す現 

象が起きはじめ、高校一年生 

のカケルが飼っている猫、ハ 

チコとモップもしゃべりだ 

す。国はウイルスの可能性を

考慮
こうりょ

し、しゃべる動物の回収を決定。カケルは、

ハチコとモップを家族からかくすため、ベランダに

秘密基地を作ることを決める。強引に動物の回収を

進めようとする組織や、優秀な兄と比較
ひかく

し冷遇する

母から動物たちを守っていく中で、カケルは自らの

家族のカタチを問い直していく。 

〉ＩＱ探偵ムー（恋する探偵） 

〉ＩＱ探偵ムー 

（夢羽、脱出ゲームに挑戦！） 

〉ＩＱ探偵ムー 

（スケートリンクは知っていた） 

〉呪う本（つながっていく怪談） 

〉ぼくらの大脱走 

〉ぼくらの恐怖ゾーン 

〉謎解きはディナーのあとで(1)～(3) 

〉ちんぷんかん 

〉いっちばん 

〉ころころろ 

〉ゆんでめて 

〉逆ソクラテス 

〉思考の整理学 


